
（様式⑦　小学校・中学校）
　

●子どもが「楽しい」と思えるような授業づくりを計画し，主体
的に学ぶ姿勢を養う。

「学校の授業は楽しいですか」で肯定的評価８
０％以上 児童アンケート

5月・11月・1月 〇 〇

保護者アンケートでの肯定的評価は８３％、児童アンケート
は８１パ―セントと学校での授業は楽しいと感じているので、
今後も子どもが楽しいと感じる授業を学校全体で目指してい
きたい。

〇

子どもが継続的に自主学習に取り組むように、学校全体で
工夫して指導する。

「自分から自主学習に取り組んでいますか」で肯
定的評価７０％以上
保護者アンケート「自主学習ノートに積極的に取
り組んでいる」肯定的評価70％以上

児童アンケート
保護者アンケート

5月・11月・1月 △ 〇

児童アンケートの肯定的評価が４３％となっていたが、保護
者のアンケートでは肯定的評価が７１％となっていた。実際は
家庭では努力していると考えられる。学校での自主学習を行
うイベントを来年度も継続する以外に、重点的に自主学習を
行う機会を学校全体でできるように計画していきたい。

〇

●子どもが漢字が楽しいと思えるような工夫した指導を学校
全体で行い、漢字を主体的に学ぶ児童を育成する。

「漢字の学習に取り組むことは楽しいですか」で
肯定的評価８０％以上 児童アンケート

5月・11月・1月 △ 〇

保護者アンケートの肯定的評価は５１％だったが、児童アン
ケートの肯定的評価は６７％だった。漢字の全体平均は８８
点と漢字の定着はしているので、今度も学校としての漢字の
取り組みは進めていきたい。

〇

自分の考えを持つ機会を積極的に取り入れ，自分で考えて
表現する力を向上させる。

「自分の考えを表現することが好きですか」で肯
定的評価７０％ 児童アンケート 5月・11月・1月 〇 〇

児童アンケートの最終的な肯定的評価が６４％となった。自
分の考えを伝えることが好きだと感じる児童がおおむねいる
が、来年度は「自分の考えを伝えることができる」かどうかに
焦点を当てるとともに、児童が考えを持てるような授業づくり
になるようにしていきたい。

◎

●対話を通して，考えを深めることができる学習活動を取り
入れる。

「友だちと一緒に学習することはすきですか」
「友だちと話して活動することで，考えを深める
ことができていますか」で肯定的評価８０％以上

児童アンケート 5月・11月・1月 ◎ ◎
児童アンケートの友だちと一緒に学習することが好きという肯
定的評価が９４％、友だちと考えを深めることができていると
いう肯定的評価も８９%と高かった。今後も児童同士が学び合
える授業づくりを大切にしていきたい。

◎

●物事を最後までやりとげる成就感，達成感を味わう体験を
増やし，自尊感情を醸成する。

児童及び保護者アンケート「自分には，よいとこ
ろがあると思う」で肯定的評価75％以上

児童アンケート
保護者アンケート

5月・11月・1月
7月・12月 〇 〇 ◎

道徳等で学習したことを仲間づくりに活かし，思いやりの心を
養う。

「道徳で学習したことは大切だと思います
か」で肯定的評価70％以上
「道徳等で学習したことを活かして友達と
協力して活動できていますか」で肯定的評
価70％以上

児童アンケート 5月・11月・1月 〇 ◎ ◎

たてわり活動を通して，互いを尊重し合う人間関係を構築す
る。

「互いを思いやることができていますか」肯定的
評価80％以上 児童アンケート 5月・11月・1月 〇 〇 ◎

●いじめはどんなことがあってもしてはいけないことだという
ことを理解させるとともに，安心・安全な学校づくりをしてい
く。

児童アンケート「相手の気持ちを考えて行動して
いますか」肯定的評価80％以上
保護者アンケート「子どもは，相手を思いやり，
いじめはしてはいけないことであると理解してい
る」肯定的評価８５％以上

児童アンケート
保護者アンケート

5月・11月・1月
7月・12月 〇 〇 〇

●体育やチャレンジタイムで「体幹トレーニング」や「リズムなわとび」，委員会活動
で「逃走中」や「なわとびカード」「ドッジボール大会」，たてわり活動で「西小サー
キット」や「大縄大会」等を企画し，継続して運動に親しむ機会を提供し，運動好き
な児童を増やす。

・各企画への参加率：90％以上
・運動が好きな児童の増加
・外遊びに行く児童の増加
（５・1月比較）

児童アンケート
なわとびカード
新体力テスト

5月・11月・1月 ○ ○ ◎

チャレンジタイムや委員会活動等を活用して保健教育を行
い，早寝早起きの重要性を理解させ，自ら実践する態度を養
う。

「早寝・早起きが健康のために大切なこと
がわかる」肯定的評価80％以上
「低中高別に就寝時刻の目標を達成する」
肯定的評価65％以上

児童アンケート
L-gateアンケート
７つのやくそくチャ
レンジカード

5月・11月・1月 △ △ △

地域教育協議会及び自治会・PTAと協働した取り組みを行う
ことで，地域連携を深める。地域の課題に対応した取り組み
を年間１回は全校で取り組む。

「子どもは地域やPTAの行事に参加している」肯
定的評価80％以上

保護者アンケート 7月・12月 〇 △ △

地域の幼稚園，中学校，農芸高校との双方向の関係を強化
し，地域の学校園との交流を各教科の学習に位置付け体験
活動の充実を図る。

「学校は地域の学校園との交流を積極的に行
い，各教科等の体験活動の充実を図っている」
肯定的評価90％以上

保護者アンケート 7月・12月 〇 〇 〇

児童アンケートの友だちと一緒に学習することが好き
という肯定的評価が９４％から９６％に増加している。
友だちと考えを深めることができているという肯定的
評価も９２%と高い結果だった。

・スポーツテストについては，個々の特性を生かして少人数
校ならではの対応を行ってもらいたい。
・早寝早起きは家庭の課題だと思う。

・豊かな自然体験
・失敗から学ぶ
・相手を思いやる心
・ありがとうの気持ちを日々持てるように声掛けをしていこうと
思います。

・アンケートを分析したうえで取り組みを計画して指導を積み
重ねてほしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
自分で表現できる力の育成。

・引き続き学習機会を継続して計画してもらいたい。
・学習の先を想像できるようになるといいと思います。
・有効なタブレットの活用
・一人で考える，協働で考える。・漢字及び文章作成において
は次年度も授業に生かしてもらいたい。
・漢字は中学校でも点数につながるのでどんどん強化してほ
しい。

信
頼
さ
れ
る
学
校

関係機関との交流の深化を図り，
地域協働による子どもの育成を図
る。

児童アンケート「道徳等で学習したことを活かして友
達と協力して活動できていますか」は，肯定的評価
89％で，1学期より2％増加した。

児童アンケートの肯定的評価は92％，で1学期より
1％増加した。

児童アンケートの肯定的評価は98％，保護者アン
ケートの肯定的評価は97％で1学期より1％増加し
た。

スポーツテストでは，前年度の記録を下回っている学年が見
られた。次年度に向けて，スポーツテストの内容項目を練習
できる取組と普段の体育の授業にサーキット学習を取り入れ
ることにした。今後も体を動かすことが好きな児童の育成にむ
けた取組を工夫していきたい。早寝早起きの重要性は９６％
が認識しているが，実際に実行できている児童は7割にとど
まっている。保護者への協力の呼びかけを強化し，より望まし
い家庭での生活習慣の確立をめざしたい。

チャレンジ期間は意欲的に取り組んでいるが，児童
アンケート「早寝早起きをしている」の肯定的評価は７
９％から６３％に大幅に低下している。3学期に再度
早寝を啓発し取組期間を設ける。
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・PTA活動については従来の考えをリセットしあららな取り組
みを見つけていたい。
・農芸高校，役所との連携

校長より(年度末)
合言葉『もっといい学校にしよう！』のもと，前例にとらわれずに教育活動の充実・効率化をめざし，「良いと思ったことはまずやってみる」を実
践した一年でした。一人１台端末を有効に活用した授業改善による子どもたちの学習意欲の向上，外で元気に遊び伸びやかな声で歌を歌う
屈託のない姿，互いを尊重し思いやることが普通にできる良い心の習慣が形成されてきました。地域イベント『西のつどい』『グランドゴルフ大
会』では，子どもたちが心から楽しむ姿を見ることができ本当にありがたく思います。
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・漢字学習を楽しいと思える児童を育
成する。

・自分の考えを表現する力を育成す
る。

・友だちと学び合うことを大切にできる
児童の育成

・子どもが楽しいと思う授業づくりに取
り組む。

・自主学習に取り組む習慣を形成す
る。

中間アンケートでは、児童の87％が地域との関わり
を肯定的に捉えていることが分かった。子どもたち
は、地域のイベントにおける合唱などの参加を楽しみ
にしており、地域の方との交流に喜びを感じている様
子が見られる。引き続き、地域との協働を通して児童
の学びが深まるよう取り組みを進めていく。

意欲的に運動する児童を育成する
とともに，規則正しい生活習慣の
重要性を理解させる。
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学校関係者評価者から(年度末)
一年間の取り組みを丁寧に振り返り、次年度はより特色と深みのある小学校づくりを目指していくこ
とが求められている。タブレットを活用した学習を進めるとともに、児童が自分の可能性を実感し、人
間力を高めながら成功体験を積み重ねていくことが大切である。また、学力向上に向けた継続的な
取り組みも欠かせない。さらに、地域との協働を一層深め、学校を中心としたつながりを広げていく
姿勢が求められている。
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確かな学び・豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価計画書】

地域教育協議会や自治会，PTAとの連携を通して，児童が地
域と関わる機会の充実を図ってきた。本年度のアンケートで
は，児童の88％が地域との関わりを肯定的に評価し、90％が
地域イベントや体験学習を「楽しみ」と回答した。子どもたち
が地域の方との交流に喜びを感じ、学びにつながっている様
子がうかがえる。一方、保護者の評価は62％であり、児童と
の間に認識の差があった。今後は地域との協働で得られる
子どもたちの成長や学びの姿を保護者に伝えながら、地域・
家庭・学校が一体となって子どもを育てる体制の充実を図っ
ていきたい。

児童アンケートの肯定的評価は77％，保護者アン
ケートの肯定的評価は87％で1学期より，6％増加し
た。 肯定的評価が児童アンケート75％，保護者アンケート91％で

あり，年間を通して目標値を維持することができた。今後も自
尊感情を高められるような取組を充実させていきたい。
道徳に関する項目では，肯定的評価がともに93％で，道徳科
での学びと普段の生活とを結び付けることができているとい
える。今後も，子どもたちが安心して過ごせるような居場所づ
くりや達成感を味わえるような取組を続けていきたい。

児童アンケートの肯定的評価は９１％で年間通して９０％以
上を維持することができた。よりいっそう相手を思いやる行動
がとれるように縦割り活動の内容を充実させていきたい。
児童アンケートの肯定的評価は96％保護者アンケートの肯
定的評価は１００％だった。いじめはいかなる場合においても
絶対にいけないという指導を引き続き積み重ねていく。

具体的な取組
（●重点とする取組　★中学校区での取

組）

運動好きは肯定的評価が1・2学期とも8割を超えたが
ほぼ横ばいだった。外遊びに行く児童は74％で1学期
より２％微増した。

児童アンケートの肯定的評価が７０％となっており、
自分の考えを伝えることが好きだと感じる児童がおお
むね多いと感じる。

自己評価

評価方法

中学校区におけるめざす子ども像 　『自らを律し，自ら学び続ける子』
あらゆる教育活動を通して，学ぶことの楽しさを知る子どもを育てる。その実現に向け，４つの柱「学びに向かう力」「復習・学びなおし」「言語活動」「家庭学習」に重点的に取り組
む。基礎的・基本的な知識・技能の習得を大切にし，これらを活用して課題の解決に向けて思考力・判断力・表現力を働かせる場面を積み重ね，自ら学びに向かう児童生徒を育成
する。

校長　　深見　俊英　

進捗確認
（～１１月）
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豊かな人権感覚と道徳性の育成を
図る。

確
か
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び

中
項
目 学校関係者評価

達成状況(年度末)

確かな学びの現状
「自ら学ぼうとする子どもの育成」を研究テーマに据え，授業改善に取り組んでいるが，依然として基礎基本の定着に課題があ
り，また自主学習ノートへの取組も不十分である。
しかしながら，指導方法の工夫を積み重ねることで，課題に対し子ども自らが考え解決しようとする姿勢が見られるようになって
いる。ICT活用についても，より有効な利活用について職員の意識の高まりが見られ，個別最適な学びや協働的な学びの実現
をめざし，引き続き取組を継続する。帯学習を「チャレンジタイム」のさらなる充実を図り，計算力や漢字や文章等の書く力など，
基礎基本の定着をめざす。また授業では，自分で考えそして仲間との対話を通して考えを深められる学習体験を積み重ね，振
り返りをていねいに行うことで，自らの学びをしっかりと認識し，自ら学びに向かう力の育成をめざす。

評価時期

豊かな心・健やかな体の現状
本校の強みである「たてわり活動（西小アップ）」「農芸高校等との連携」に加えて，帯活動「チャレンジタイム」において，学級遊びや異学年交流など
で達成感を味わう成功体験を通して自尊感情を醸成するとともに，仲間と協力してやりきる体験を通して人権感覚の向上や豊かな人間関係の構築
をめざす。
チャレンジタイムで取り組む「リズムなわとび」「体幹トレーニング」や体育委員会主催の「逃走中」「ドッジボール大会」「なわとびカード」，たてわり活
動と体力向上を絡めた活動の「大なわ大会」「西小サーキット」などを通して，体を動かすことの楽しさや気持ちよさを知り，外で元気に遊ぶ子どもを
増やすことで，メリハリのある学校での生活習慣の確立する。

 令和７年度重点目標　合言葉 『もっといい学校にしよう！』
１．「総合的な学力」の育成　～子どもの学力を伸ばす学校　【知】
２．豊かな心の育成　～ポジティブな言葉があふれている学校　【徳】
３．健やかな体の育成　～子どもが外で元気に遊ぶ学校　【体】
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堺市立美原西小学校

保護者アンケートの肯定的評価が８０％となってお
り、授業を楽しいと感じていることを保護者に伝えるこ
とができている。

児童アンケートの肯定的評価が５３％となっている宿
題がある中で自主学習まで取り組むことが難しいと
考えられる。学校での自主学習イベントを継続して取
り組んでいく。

児童アンケートの肯定的評価が７７％から６６％に低
下している。漢字の全体平均は８８点となっているの
で、漢字の定着は向上している。

具体目標

互いの気持ちを尊重し，思いやり
を持つ子どもを育てる。

判断基準
（評価のものさし）


